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背景：DNA 修復酵素であるヒト 8―オキソグアニン DNA グリコシラーゼ (hOGG1)の Ser326Cys

遺伝子多型はインスリン抵抗性や２型糖尿病との関連が示唆されているが、その機序については明

らかでない。近年、動物実験において OGG1 の遺伝子多型と肥満の有意な関連が報告されたが、人

での報告はほとんどない。本研究の目的は、hOGG1 の遺伝子多型と BMI および空腹時血糖との関

連を調べることである。 

方法：日本多施設共同コーホート研究（ジェイミック スタディ）に参加した 40～69 歳の男女 1,793



人の資料及び試料を用いて横断研究を実施した。hOGG1 の遺伝子多型は、Multiplex PCR-based 

Invader assay 法により決定した。重回帰分析、共分散分析、ロジスティック回帰分析を用いて交絡

因子を調整し検討を行った。 

結果：性、年齢、摂取エネルギー、飲酒、喫煙、身体活動量、糖尿病の家族歴を補正しても、Cys ア

レル保有者では BMI、空腹時血糖、総コレステロールが有意に高い値を示した。BMI と Cys アレ

ルの有意な関連は、さらに空腹時血糖と総コレステロールの値を調整しても認められたが、調査地

域（奄美地域か、それ以外の地域か）で調整すると有意な関連は検出されなくなった。Cys/Cys 型で

は高い BMI（>27.5 kg/m2)との有意な関連がみられたが、調査地域を調整すると関連は弱まり、有

意差も検出されなくなった。 

結論：hOGG1 の遺伝子多型と肥満の関連に対し、日本人に限った研究においても調査地域による交

絡が存在することが示された。 
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